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【【研研究究活活動動のの要要約約】】  

インターネット上に書き込まれている「いじめ語」および「注意語」（「死にたい」など）を検出する

システム(以下、「本システム」と表記)の実用化研究を行った。そして、京都市教育委員会および京都

市立の中学校、高等学校と協働して、京都市で本システムの実用化研究を進めた。平成 23 年 5 月 11 日

から 7月の期間は、京都市立の中学校、高等学校のうち 8校のモデル校について、学校裏サイト等（約

250 サイト）の監視を行い、平成 23 年 8 月から平成 24 年 3 月の期間は、京都市立の中学校のうち 20

校のモデル校について、学校裏サイト等（約 750 サイト）の監視を行い、必要に応じて、京都市教育委

員会に通報を行った。また、同期間、「いじめ語検出結果 月例報告」を、京都市教育委員会に月 1 回

提出した。これらの活動を基に、本システムを実用化段階まで高めた。また、携帯のみ閲覧可能なサイ

トについて、閲覧制限の仕組みを調査した。 

【【研研究究活活動動のの成成果果】】  

本システムの試行の結果として、1台のパソコンを用いて、一人の担当者で、計 600 校程度の小、中、

高等学校について、学校裏サイト等の監視を、1日 1回行えることが明らかになった。また、システム

の高効率化に必要な要素技術が明らかになり、平成 24 年度の研究課題とした。 

平成 23 年 5 月 11 日から 7月の期間は、8校のモデル校で月平均 2件、平成 23 年 8 月から平成 24 年

3 月の期間は、20 校のモデル校で月平均 5件、の「問題のある書き込み」を、京都市教育委員会に通報

した。通報内容は、友人、教職員、親などに対する誹謗中傷、および、自殺願望であった。 

 「いじめ語」未更新サイトの判定、形態素解析用データベースおよび実名データベースの見直し、な

ど、本システムの効率的運用のための技術開発を行った。また、携帯のみ閲覧可能なサイトについて、

実際に行われている閲覧制限の仕組みを明らかにした。 

 本システムは実用化段階にあることから、今後は、事業化に向け、企業との共同研究にも着手する予

定である。 

【【研研究究成成果果のの還還元元】】  

・H23/5/11～H23/7 は、モデル校 8 校、H23/8～H24/3 は、モデル校 20 校について、学校裏サイト等を

監視し、必要に応じて、京都市教育委員会に通報 

・H23/5～H24/3 「いじめ語検出結果 月例報告」京都市教育委員会に月 1回提出 

・H23/9/24 南丹市の人権教育講座で、本研究成果を講演 

・「学校裏サイト等の監視支援システムの実用化」,府大広報– 地域貢献特集号 -, No.168, pp.6, 2011.

・「「いじめ語指数」と個人名検出を併用した学校裏サイト監視支援システム」, 第 10 回情報科学技術

フォーラム講演論文集, Vol. 3, pp. 749-750, 2011. 
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参考（イメージ図、活動写真等） 

 

図 1 処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 システムの実装フォーム 

 

 

 

                                       

 

(1)通報候補   (2)レッド    (3)オレンジ   (4)イエロー   (5)ブルー     (6)未更新 

図 3 判定結果の表示例 
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